
品質国際会議'14	— 東京
International Conference on Quality 

会場：東京・京王プラザホテル
主催：一般財団法人日本科学技術連盟

共催：アメリカ品質協会 (ASQ)	/	ヨーロッパ品質機構 (EOQ)	/国際品質アカデミー	(IAQ)

Innovation through Quality
Creating New Value for the World!

（品質革新 — 世界に向けた新たな価値の創造）
日程： 2014年10月19日（日）-22日（水） 



品質国際会議へのご参加のお願い

日本科学技術連盟（日科技連）は、来る2014年10月19日（日）～22日（水）に東
京で品質国際会議を開催いたします。

この品質国際会議は、1969年に日科技連主催により世界で初めて開催され、世界の品質管
理関係者の情報交流の場を与え、以後3年毎にアメリカ品質協会（ASQ：American Society for 

Quality）、ヨーロッパ品質機構（EOQ： European Organization for Quality）、日科技連（JUSE： 

Union of Japanese Scientists and Engineers）の3者が、国際品質アカデミー(International 

Academy for Quality)との共催のもとに、持ち廻りで開催してきました。これまでに、アメリカでは
ワシントン、サンフランシスコ（2回）、アナハイム、ヒューストンで、ヨーロッパではベニス、ブライト
ン、ヘルシンキ、ハロゲート、ブダペストで、日本では東京（４回）、横浜で、それぞれ開催され今回の
東京開催は2005年以来9年振りで6巡目にはいります。

今日、製造業での発展が目覚ましい中国・インド・ASEAN、情報産業・サービス産業でリーダーシッ
プを示している米国と言うように、力を入れている業種は違うとはいえ、世界のどの地域において
も、厳しい経営環境の中で、競争力の強化に努め、生き残りをかけた真摯な事業経営が推進されて
いる点で共通しています。わが国においては、安倍晋三首相が主宰する産業競争力会議で成長戦
略策定に向けた検討がアベノミクスの名のもとに積み重ねられ、その効果は着実に表れ始めていま
す。企業においても、この線に沿って己の強みを知り、それを磨く活動にますます力を入れていくこ
とが重要になってきています。このためには「先行したビジネスモデル」のもとで、「現場力」の強化
を図り、ワクワク品質（魅力的品質）を創造し、その品質保証を成し遂げるという、より高いレベルで
のＴＱＭ（総合的品質管理）の実践が求められています。

このような時期に、世界の各地域から、企業の経営者・管理者・スタッフをはじめとして品質の研究
者・専門家・コンサルタントが一堂に会し、「品質革新 ―世界に向けた新たな価値の創造―」をテー
マに品質国際会議を開催することは、各地域の経営動向・品質管理の動向を知り、相互理解を深め
ることによって、日本企業の進むべき方向を模索し、経営戦略に磨きをかけ、品質管理の課題を浮き
彫りにする絶好の機会といえます。この会議が、世界から謙虚に学び、我が国の実践を世界に向け
て発信していく場になることを確信しています。

わが国企業の品質に携わる経営幹部、部課長の方々の積極的なご参加を切にお奨めします。併
せて、貴社海外現地法人からのご参加もお勧めいただければ幸甚です。

品質国際会議 '14－東京
組織委員会委員長　坂根　正弘
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品質国際会議'14－東京　開催要領

会議名： 品質国際会議'14－東京(ICQ'14-Tokyo)

会議テーマ： Innovation through Quality-Creating New Value for the World
（品質革新－世界に向けた新たな価値の創造）

日程： 2014年10月19日（日）－22日（水）

会場： 東京・京王プラザホテル (www.keioplaza.co.jp)
〒160-8330  東京都新宿区西新宿2-2-1
TEL: 03-3344-0111　　FAX: 03-3345-8269

大会言語： 英語（開会式、パネル討論会、一般発表の特定会場において日英の同時通訳が入ります。）

プログラム
日 付 午 前 午 後 夜

10月19日
（日）

プレカンファレンス
セミナー*

プレカンファレンス
セミナー* ウェルカム

レセプション
参加受付

10月20日
（月）

開会式

基調講演
特別講演

一般発表
トップマネジメントによる

パネル討論会

小集団改善活動  事例発表

10月21日
（火）

一般発表
フェアウェルバンケット*

小集団改善活動  事例発表
10月22日
（水） 企業訪問（海外参加者対象、別途申込）

(*) オプション： 別途お申込が必要です。 ※大会プログラムは変更となる場合があります。

主催 一般財団法人 日本科学技術連盟（JUSE）

共催
アメリカ品質協会（ASQ）

ヨーロッパ品質機構（EOQ）

国際品質アカデミー（IAQ）

後援

（一財）海外産業人材育成協会（HIDA） （独）国際協力機構（JICA）

（公社）日本経営工学会（JIMA） （一社）日本経済団体連合会（KEIDANREN）

（公社）日本工学会（JFES） （一社）日本自動車工業会（JAMA）

（一社）日本自動車部品工業会（JAPIA） 日本信頼性学会（REAJ）

（公財）日本生産性本部（JPC） （一社）日本品質管理学会（JSQC）

（独）日本貿易振興機構（JETRO）

アジア品質ネットワーク（ANQ） 中国質量協会（CAQ） 
中衛発展中心（CSD） マレーシア生産性センター（MPC）

日・タイ経済協力協会（TPA）

※2014年4月1日現在
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ウェルカムレセプション 10月19日（日）  17:00-19:00

品質国際会議のすべての参加者、関係者をカクテルパーティー形式のウェルカムレセプションに
ご招待いたします。軽食、お飲み物を用意してお待ちしております。（服装：略装）

開会式　基調講演／特別講演 10月20日（月）  9:00-11:30
日本科学技術連盟　理事長による開会の挨拶に続きまして、基調講演および特別講演が行われ

ます。

基調講演： 「品質革新－世界に向けた新たな価値の創造－」　
  坂根　正弘氏　株式会社小松製作所　相談役

コマツは建設・鉱山機械分野で国際的なリーダーとしての地位を確立しています。「品質と信頼
性」を最も大切なテーマと位置づけ、品質を中心とする経営の実践により、コマツと坂根氏はデミン
グ賞を受賞しています。コマツにおける成功経験を基に、同社がどのように世界に向けた新たな価
値を創造してきたか、また品質とイノベーションの結びつきについてお話いただきます。

特別講演1： 「サイアムセメントグループにおける品質マネジメント」（仮）
  Kan Trakulhoon氏　サイアムセメントグループ会長

2013年に創立100周年を迎えたサイアムセメントグループは、タイ最大の複合企業の一つであ
り、ASEAN経済が統合されるとASEAN最大の企業グループのひとつとなります。また、同社はデミ
ング賞を受賞した企業をグループ内に9社有します。講演では、サイアムセメントグループ社におい
て、品質マネジメントがいかにビジネスの持続性とイノベーションの基礎となってきたか、そして、
ASEAN経済統合後の展望について語っていただきます。

※日英同時通訳がご利用いただけます。

特別講演2につきましては、決まり次第、会議のウェブサイトにてご案内させていただきます。
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一般発表 10月20日（月） 午後 ／ 10月21日（火） 終日

一般発表は各発表テーマに沿って6会場同時に開催されます。また、ポスター発表も予定してお
ります。世界各地からの応募の中から選ばれた、25カ国・140以上の論文が発表されます。採択論文
一覧はP.6 – P.9をご参照ください。

※一部会場を除いて日英同時通訳がご利用いただけます。

小集団改善活動   事例発表 10月20日（月） 午後 ／ 10月21日（火） 終日

海外における小集団活動の事例発表を開催いたします。5カ国、40以上の小集団（QCサークル）
による発表を予定しております。各国における現場での活動にかける熱い意気込みを肌で感じてい
ただけます。発表は審査員により採点され、発表者にはそれぞれ金、銀、銅賞が贈られます。

※英語での開催となります。

トップマネジメントによるパネル討論会 10月20日（月） 午後

基調／特別講演に続いて、午後の一般発表と平行して、企業のトップマネジメントによるパネル討
論会を開催いたします。
討論に参加するパネリストは、インドのタタ・スチール マネジングディレクター T. V. Narendran

氏や株式会社ジーシー会長 中尾　眞氏など、世界的な品質賞であるデミング賞やマルコムボルド
リッジ賞を受賞した企業・組織体のトップマネジメントの方々です。
東京工業大学名誉教授 長田　洋氏の司会進行により、企業にとって今後どのような顧客や社会

にとっての価値が求められるか、その価値創造にどのようなイノベーションが企業の戦略、業務、組
織、個人に求められるのか、また、そのためのTQMの役割やTQMに対する期待・課題などについて
意見が交わされます。

※日英同時通訳がご利用いただけます。



オプションプログラム /懇親イベント

プレカンファレンスセミナー 10月19日（日）  終日
品質管理の著名な講師による、理論の講義と一流企業の成功事例を組み合わせたセミナーです。

理論と実践の両方を同時に聴講できる魅力ある内容となっております。別途参加費用がかかります。

セミナー1: TQM Promotion and Implementation 09:00-11:30

品質管理界の権威である狩野紀昭氏が、2010年にデミング賞を受賞したメイドー社と海外企業
の事例をとおして、どのようにTQMを導入するか、また、TQMを成功させる枠組みの作り方につい
て講義します。

セミナー2: Data Analysis for Innovation 13:00-16:00

日本のデータ解析を代表する椿　広計氏が、成功企業が革新活動においてどのようにデータを
活用しているかを講義します。合わせてデミング大賞を受賞した2つの企業、日本のコマツ社とイン
ドのMahindra&Mahindra社の事例をご紹介します。

参加費：
セミナー1：　  10,800円／1名
セミナー2：　  10,800円／1名
セミナー1・2セット： 19,440円／1名（昼食を含む）

※英語での開催となります。

フェアウェルバンケット  10月21日（火） 18:00-20:30
参加者との親交を深め、国際イベントの思い出作りに、品質国際会議を締めくくるブッフェスタイ

ルのディナーバンケットに是非ご参加ください。別途参加費用がかかります。（服装：略装）

参加費：　10,800円／1名
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自
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ョ
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。
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。
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文
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英
語
と
な
り
ま
す
。

 P
 は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
で
す
。
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m
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 p
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ra
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く
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く
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ra
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ロ
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 p
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ロ
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顧
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に
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す
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 b
y 

G
ag

e 
R&
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el

s 
an

d 
Co

m
pu

ta
ti

on
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イ
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ソ
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お
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す
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よ
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ra
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療
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 b
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お
け
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熟
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e（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
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ョ
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す
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介
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デ
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追
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台
中
栄
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総
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て
疼
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価
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実
施
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改
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チ
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ra
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 d
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（
医
療
に
お
け
る
根
拠
に
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づ
く
意
思
決
定
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検
証
）
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/ D
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ro
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（
W

an
 F
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院
に
お
け
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職
場
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康
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進
プ
ロ
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ラ
ム
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計
プ
ロ
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ク
ト
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Q
ua
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サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
品
質
）
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Q
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 S
er
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 O
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an
iz

at
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（
サ
ー
ビ
ス
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で
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TQ
M
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施
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お
け
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ロ
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）
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at
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in
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サ
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ビ
ス
に
お
け
る
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産
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品
質
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係
）
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at
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n 
an
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te
ri

za
ti
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 c
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an
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業
務
の
見
え
る
化
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に
よ
る
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）
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 D
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at
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 f
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 D
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狩
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択
論
文
一
覧

■
論
文
タ
イ
ト
ル
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よ
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テ
ゴ
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ー
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の
日
本
語
訳
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参
考
の
た
め
の
も
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で
、正
式
名
は
英
語
と
な
り
ま
す
。

 P
 は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
で
す
。
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 D
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植
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磨
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m
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デ
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よ
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 D
at

a 
A

na
ly

si
s 

an
d 

it
s 

A
pp

lic
at

io
n 

by
 O

n-
lin

e 
M

on
it

or
in

g 
U

si
ng

 C
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at
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デ
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/ C
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f D
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r C
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C
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験
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 c
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タ
リ
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デ
ー
タ
活
用
に
よ
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つ
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命
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at
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 D
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非
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劣
化
シ
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テ
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す
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な
シ
ョ
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被
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化
シ
ス
テ
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対
す
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最
適
保
全
方
策
の
構
造
的
性
質
）
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at
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事
故
情
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と
安
全
規
格
か
ら
製
品
安
全
性
レ
ベ
ル
を
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す
る
技
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提
案
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ト
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ra
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ス
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ネ
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に
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す
る
効
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分
析
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 d
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S.

（
食
品
安
全
と
食
品
防
御
は
ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か

? 
そ
れ
は
、食
品
衛
生

7S
か
ら
始
ま
る
。）

Sa
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m
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od
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et
w
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ap

an
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k 
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an
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標
準
化
と
日
常
管
理
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 D
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サ
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デ
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用
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 L
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A
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ok
 L

ey
la

nd
社

Pa
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ga

r工
場
に
お
け
る
日
常
管
理
の
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進
と
実
施
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k 
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ay
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or
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行
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地
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お
け
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
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格
の
実
施
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門
）

Yu
ki

hi
ro

 A
nd

o 
/ T

Q
M

 C
on

su
lta

nt
 / 
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TA
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 in
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y 
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it
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ow
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rs

hi
p-

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
お
け
る
仕
事
の
質
向
上
の
取
り
組
み
～
自
工
程
完
結
～
）

To
m

oy
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ur
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 / 
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ot
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 / 
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pa

n
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A
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（
A
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 L
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nd
社
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ur
工
場
に
お
け
る
資
源
消
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二
酸
化
炭
素
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削
減
）
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 / 
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da
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pe
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or
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an
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 r

ev
ol

ut
io

n（
デ
ミ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
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々
の
成
績
変
革
）
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an
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te
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es

 f
or

 C
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at
in
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is
ua
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O

P
（
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
見
え
る
化
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
コ
ツ
）

N
or
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ne
ko
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an

ag
em

en
t /
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n
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gy
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ol
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an

ag
em

en
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戦
略
と
方
針
管
理
）
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 p
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en
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st
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s 
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ss

（
物
流
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
部
門
横
断
的
方
針
管
理
）
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ng
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og
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an
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ila
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in
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on
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an
ag
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
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／
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
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at
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nt
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け
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輸
送
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ッ
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 C
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 f
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it
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物
流
サ
ー
ビ
ス
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質
に
向
け
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性
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タ
グ
チ
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ッ
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／
品
質
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学
）
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ov
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製
品
信
頼
性
向
上
に
向
け
た
複
合
ア
プ
ロ
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チ
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al
an

ob
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ag
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 S
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te
m

（
マ
ハ
ラ
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ビ
ス・
タ
グ
チ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
自
動
車
構
成
部
品
再
生
産
の
評
価
）
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 / 
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。
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参加費
早期割引： 75,600円／1名

（参加費には会議報文集、全会場へのアクセス、会議中の昼食、
ウェルカムレセプション、大会キットが含まれます。）
※8月31日までにお申込いただく必要がございます。

一般参加者： 86,400円／1名
（参加費には会議報文集、全会場へのアクセス、会議中の昼食、
ウェルカムレセプション、大会キットが含まれます。）

プレカンファレンスセミナー： セミナー1  10,800円／1名
 セミナー2　  10,800円／1名 
 セミナー1・2セット 19,440円／1名（昼食を含む）

フェアウェルバンケット： 10,800円／1名

参加のお申込は会議の公式ウェブサイトにて受付いたします。　www.juse.or.jp/

組織委員
品質国際会議’14-東京の組織委員会委員には、以下の企業の代表者様にご就任いただいており

ます。（組織名50音順）

アイシン･エィ･ダブリュ㈱、アイシン化工㈱、アイシン軽金属㈱、アイシン精機㈱、アイシン高丘㈱、
愛知製鋼㈱、アイホン㈱、旭硝子㈱、アズビル㈱、㈱アーレスティ、㈱IHI、エヌ･ティ･ティ･コムウェア㈱、
カヤバ工業㈱、キヤノン㈱、小島プレス工業㈱、コニカミノルタ㈱、㈱小松製作所、サンデン㈱、
㈱ジーエス・ユアサ  コーポレーション、㈱ジーシー、JFEスチール㈱、㈱ジェイテクト、JUKI㈱、
昭和電工㈱、新日鉄住金㈱、住友電気工業㈱、住友ベークライト㈱、積水化学工業㈱、㈱竹中工務店、
㈱デンソー、㈱東海理化電機製作所、㈱東芝、東レ㈱、凸版印刷㈱、豊田合成㈱、㈱豊田自動織機、
トヨタ自動車㈱、トヨタ自動車東日本㈱、トヨタ車体㈱、㈱日科技連出版社、日本アイ･ビー･エム㈱、
㈱日本科学技術研修所、日本化薬㈱、日本精工㈱、日本電気㈱、㈱日立製作所、日野自動車㈱、
㈱不二越、富士フイルム㈱、富士ゼロックス㈱、㈱ブリヂストン、古河電気工業㈱、ぺんてる㈱、
豊生ブレーキ工業㈱、前田建設工業㈱、三菱重工業㈱、三菱電機㈱、㈱メイドー、㈱安川電機、
ヤマハ㈱、ヤンマー㈱、㈱ユニバンス、㈱LIXIL

上記の方々に加え、大学関係者の方にも組織委員会にご就任いただいております。各委員会の
委員および後援団体の詳細につきましては、会議の公式ウェブサイトをご覧ください。

ご宿泊
品質国際会議’14－東京ご参加者のために宿泊の特別料金をご用意しておりますので、よろしけ

ればご利用ください。詳細は会議のオフィシャルウェブサイトwww.juse.or.jp/tqm/294にてご確
認ください。



お問い合わせ先：	 品質国際会議 '14	̶	東京（ICQ'14	-	Tokyo）	事務局
	 日本科学技術連盟	(JUSE)
	 〒151-0051		東京都渋谷区千駄ヶ谷5-10-11
	 Tel:	 03-5379-1229
	 Fax:	 03-3225-1814
	 E-mail:	icq14@juse.or.jp
	 http://www.juse.or.jp/tqm/294/

会場のご案内

京王プラザホテル
〒160-8330	東京都新宿区西新宿2-2-1
Tel:	 03-3344-0111
Fax:	 03-3345-8269
http://www.keioplaza.com/index.html

●	JR新宿駅西口下車	徒歩 5分
●	京王線・小田急線・地下鉄（東京メトロ
	 丸ノ内線・都営新宿線）新宿駅下車
	 徒歩 5分
●	都営大江戸線	都庁前駅	B1出口すぐ
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